
チャート： 30分足  26日（木）朝６時 ～ 27日（金）朝６時 
２６日（木）の主な推移 

米ＧＤＰとバーナンキＦＲＢ議長に注目 
８月27日（金曜日） 

ドル/円 

※チャートは30分足 日本時間にて表示  ※左表は終値ベース、( )は前日比                          

出所：外為どっとコム 

① 

前日のＮＹダウ平均が引けにかけて持ち直したことにより、本邦での株高が期待された。また菅首

相が検討している追加経済対策の政府原案の概要として、「日銀に対して追加金融緩和策を促す」

などと伝わり、円高対策への期待感が広まったことが合わさり、ドル/円は9時過ぎに84.88円まで上

昇した。 

② 

昼過ぎに玄葉民主党政調会長から「午後４時半に経済関係閣僚会議で民主党の方針を示す」と伝

えられた。その後の会見にて「日銀には、迅速かつ一歩踏み込んだ対応を要請したい」など、財務

省と日銀の連携強化による適切な対応を求めた。しかし具体的な円高対策が出なかったことが嫌

気され、ドル/円は欧州時間ではじり安の展開が続き、21時過ぎには84.40円まで下落した。 

③ 

21時30分に発表された米新規失業保険申請件数は47.2万件と市場予想(49.0万件)より下回ったこと

により、ドル/円は84.72円まで上昇した。だがその後米国景気の先行きに対する懸念は根強く、ＮＹ

ダウ平均が反落し、再び1万ドルの大台を割り込むとドル売りが優勢となり、ドル/円は84.32円まで

下落した。 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

ＮＹダウ平均 

9985.81ドル 

（-74.25ドル） 

米長期金利 

(10年債利回り) 

2.4844％ 

（-0.0567％） 

NY原油先物 

73.36ドル 

（+0.84ドル） 
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②民主党の円高

対応策への期待

と失望 

①本邦株高と円高対策への期待 

③米新規失業保険申請件数 
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・米国経済の回復 

・米長期金利の上昇 

・米国の超低金利政策の長期化観測の後退 

・金融市場全体のドル売りムードの緩和 

・日銀の追加緩和観測 

・日本の財政赤字への懸念 

 

 本日、米第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）・改定値の発表が予定されている。事前予想では速報値より大幅

な下落が見込まれており、仮に予想に近い数字かそれを下回る結果となった場合、市場では改めて米景気

の減速懸念が強まり、ドル/円の下落要因となる可能性があるので注意したい。 

 そのほか、バーナンキ連邦準備制度理事会(ＦＲＢ）議長の講演が23時から予定されている。市場では米国

経済の減速懸念が高まっている時だけに、仮に先行きについて悲観的な見通しが述べられた場合、市場はド

ル売りで反応することが予想される。一方で楽観的な見通しを示した場合でも、米国の雇用や住宅市場が軟

調に推移していることを考慮すると、大きくドルが買われる展開は想像しづらい。（川畑） 

本日の予想レンジ： 83.30— 85.20円 

※注目度が高い順に「◎」「○」「無印」で表示  時間は「日本時間」 

・米金融規制案への懸念 

・米国の超低金利政策の長期化観測 

・米長期金利の下落 

・米国経済の回復の鈍化 

･米財政赤字悪化懸念の高まり 

 

 

上昇要因（ドル高・円安） 下落要因（ドル安・円高） 

本日の見通し 

本日の注目イベント 
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日付 時間 注目度 経済指標、イベント等 前回発表数値 市場予想 

8/27(金) 21:30 ◎ (米) 第2四半期GDP・改定値 [前期比年率]  +2.4％ +1.4％ 

 21:30 ○ (米) 第2四半期個人消費・改定値 [前期比]  +1.6％ +1.6％ 

 22:55 ○ (米) 8月ミシガン大消費者信頼感指数・確報値  69.6 69.6 

 23:00 ◎ (米) バーナンキＦＲＢ議長講演 ―― ―― 


